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まえがき 

 

 

 本目録は令和 3 年４月 28 日（木）～6 月 20 日（日）に県立博物館で開催される『宝山

の一角 山大コレクション in 山口大学学術資産継承事業成果展』に山口大学工学部学術

資料展示館から出展する『山口県産鉱石』に関連する資料としてまとめた冊子です。 

 本目録には金属鉱床に関係する概略的説明、鉱山目録および鉱山・坑内・鉱石の写真を

掲載しています。目録中の番号は展示パネルの鉱山番号を表しております。また同時に鉱

山名（鉱産地名）、所在地、鉱床のタイプ、鉱山の採掘対象金属種および現在まで報告され

ている主要な鉱石鉱物が記載されています。 

 

 

 本目録作成に関しては下記に方々（敬称略）に貴重なご意見を頂きました。 

  池田善文（元長登銅山文化交流館館長、現美祢市文化財保護課資料整理室） 

  原田進造（元萩博物館学芸員） 

  古田幸広（萩東中学校教諭） 

  森本文規（幕末長州科学技術研究会会員） 

 また、熊野鉱山の写真は 

  吉田 満（須佐歴史民俗資料館館長） 

に提供して頂ました。 

記して上記の方々に感謝致します。 
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鉱床の分類 

 天然の銅、鉄、鉛等の有用元素の濃集した岩石を鉱石といい、鉱石中で有用な元素を含

む鉱物を鉱石鉱物、含まない鉱物を脈石鉱物と言います。この鉱石を採掘している所を鉱

山と言っています。鉱山から産出金属種により、しばしば鉱山の代わりに地名＋銅山、銀

山あるいは金山とも命名されていますが、本目録では全て鉱山としています。 

鉱床の分類は関連した地質現象や鉱石鉱物の濃集過程や機構を考慮して行なわれ、その

成因に基づいて火成鉱床、堆積鉱床、変成鉱床に大別されております。火成鉱床は正マグ

マ鉱床、ペグマタイト鉱床、熱水性鉱床などに、堆積鉱床は風化残留鉱床、砂鉱床、沈殿

鉱床、有機堆積鉱床に、変成鉱床は広域変成鉱床に分類されています。さらに熱水性鉱床

は鉱床の産状から、スカルン鉱床、斑岩銅鉱床、鉱脈鉱床、ミシシッピーバレー型鉱床、

キースラーガー鉱床、海底噴気熱水鉱床などに分類されます。 

山口県の金属鉱床は主としてスカルン鉱床、鉱脈鉱床、堆積鉱床に分類される鉱床が開

発されてきましたが、全て閉山しております。金属鉱床以外にも宇部、山陽小野田、美祢

市に分布する石炭鉱床、美祢市の石灰石鉱山及び山口市徳地や阿武町の蝋石鉱床などがあ

りますが、本目録は金属鉱床を主体とするため省略しています。 

 

スカルン鉱床（接触交代鉱床） 

炭酸塩岩（石灰岩、苦灰岩など）が熱水から供給された珪酸、アルミナ、鉄などの成分

と反応し、その結果生じたカルシウム質珪酸塩鉱物の集合体をスカルンと呼びます。主な

スカルン鉱物として珪灰石、ザクロ石、単斜輝石、緑簾(れん)石などがあります。 

 マグマから花崗岩ができる場合、その末期に生じる高温高圧のマグマ水（鉱化流体）は

水分、塩素、弗素、硫黄（硫化水素）、炭酸ガスなどの揮発成分や珪酸、アルカリ、アルミ

ナを含み、錫、タングステン、モリブデン、銅、鉄、鉛、亜鉛など、もともとマグマ中に
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あった多くの有用金属を溶かし込んでいると推定されます。この鉱化流体が石灰岩などの

炭酸塩岩と反応し、珪灰石、ザクロ石、透輝石、灰鉄輝石などの集合であるスカルンに変

化し、このスカルン中には錫石、灰重石、輝水鉛鉱、磁鉄鉱、赤鉄鉱、黄銅鉱、閃亜鉛鉱、

方鉛鉱、磁硫鉄鉱、黄鉄鉱などの金属鉱物が伴われることが多く、金属鉱床となります。

鉱床生成後に、鉱石の一部は地下水の影響で分解し、二次的な銅鉱物（孔雀石、藍銅鉱な

ど）に変化します。 

 山口県の美祢市美東町や山口市蔵目喜などに分布する古生代の石灰岩と密接に伴う鉱床

はスカルン鉱床で、比較的規模も大きく、長登鉱山や桜郷（蔵目喜）鉱山は奈良時代から

採掘されてきた日本を代表する銅鉱山です。一方、岩国市北部の中生代の付加体中の石灰

岩層を交代するスカルン鉱中には高品位のタングステン鉱物（灰重石）を産し、日本の代

表的なタングステン鉱山でした。このように美東町を中心する銅鉱床と岩国市北部に分布

するタングステン鉱床とは産出主要金属が異なっている。これは関係火成岩の相違を反映

している可能性が高い。 

 

鉱脈鉱床 

 高温で生じた熱水（金属などを含む鉱化溶液）はその高い蒸気圧によって地表へ向って

通路の岩石と反応しながら上昇します。その途中で、鉱液の温度、圧力、酸素、硫黄、炭

酸ガスなどの分圧、水素イオン活動度(pH）などが変化し、様々な鉱物が晶出します。と

くに岩石中にクラック等の熱水の通路があれば、急激な化学変化や、温度、圧力（分圧を

含めて）の低下が起り、鉱物が急速に沈殿します。このような現象で多くの鉱物が晶出し、

やがてクラックが満たされ鉱床が生成します。この鉱床には金、銀、銅、鉛、亜鉛、錫、

タングステン、モリブデン、鉄、ニッケル、コバルト、ビスマス、アンチモン、水銀など

の有用金属鉱物が多く含まれ、世界的に重要な資源になっています。これは熱水作用によ
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る金属の濃集であり、このようにして生じた鉱床を裂罅充填鉱床あるいは単に鉱脈鉱床と

言います。 

鉱脈型鉱床は、その生成温度によって、深熱水成鉱脈（450～300℃、）、中熱水成鉱脈（350

～200℃）、浅熱水成鉱脈（250～100℃）に区別され、錫、タングステン、モリブデンの鉱

石は深い割れ目を充填した深～中熱水成鉱脈に、一方アンチモンの鉱石などは浅熱水成鉱

脈に生じます。浅熱水鉱脈鉱床には金や銀を多く含みます。中～深熱水成鉱脈は比較的粗

粒の鉱物が隙間なく充填しているが、浅熱水成鉱脈は細粒の鉱物から構成され、累被縞状

構造を呈し、鉱脈内に空隙（晶洞）を伴うことが多い。このような特徴から両者は比較的

容易に区別される。鳳翩花崗岩質複合岩体中あるいはその周辺に分布する鉱床は深熱水鉱

脈鉱床で 

 

堆積鉱床 

  岩石が風化し、水で運ばれ、次第に小さな粒子からなる堆積物に変化する。この堆積

物中に化学的に安定で、比重の大きい粒子が含まれていれば、運搬される過程で次第に濃

集し、鉱床を形成する。これを砂鉱床という。その主なものは金、白金などの元素鉱物や、

磁鉄鉱、チタン鉄鉱、クロム鉄鉱、錫石などの酸化鉱物があり、一般に濃集した鉱物の種

類や量によって，砂金鉱床とか砂鉄鉱床と呼ばれています。 

 砂鉱床は、その集中する場所によって区別され、それらの源となる岩石や鉱床の露出し

ている山の表土に集るものを高地砂鉱床、普通の河床のものを河床砂鉱床、海浜のものを

海浜砂鉱床と呼んでいます。 

山口県北部の山砂鉄は原地砂鉱床であり、海岸にある砂鉄は海浜砂鉱床です。岩国市北

部に分布する層状マンガン鉱床は中生代の海底火山作用に関連して海底に堆積した炭酸マ

ンガン鉱層がその後の変成作用により、一部がバラ輝石やテフロ石などに変化したものと
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推定されている。しかし、山口県内の層状マンガン鉱床は小規模であり、今回の目録では

記載だけにしています。 

 

参考資料：山口大学工学部学術資料展示館ホームページ 

（www.msoc.eng.yamaguchi-u.ac.jp） 
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